
　（54）

く，一方，都市の女性についてみれば肥りすぎと思われる人は13．5％であるのに反し，やせすぎと思われ

る者は16．3％もみられる。

次にやせすぎと思われる人の割合をみると，これも男女を通じて都市の方が多く農村が少ない。

特に農村の男子ではやせすぎと思われる人は4．0％以下であるが50才代をすぎると都市程ではないがこ

れらの比率もやゝ増加する。

結局全般を通じてみれば農村の30～40才代の人はやせすぎ肥りすぎと思われる者が少なく大体一定した

体格を有しているといえよう。

6．歯牙異常

　1）年次別発現率

国民栄養調査では，栄養摂取状況調査と併せて欠損歯，う歯等の歯牙疾患にどれくらい罹患しているか

を調査している。

　この数年う歯の有症率は年々増加の傾向にあり，昭和36年度成績では，う歯の有症率が男子75．0％，女

子79．4％と前年の男子71．9％，女子78．5％を上回る発生をみている。

次に1人当りのう歯の数については男子5本，女子6本で31年頃から依然として変化がみられない。

たゞし，このう歯については処置歯，未処置歯にわけて調査していないので，その内容の実態について

は明らかでない。

なお，欠損歯の保有者率をみると男子よりも女子の有症率が高く36年度成績では男子の36．6％に対し女

子は44．5％となっており，年次別には大差はみられない。

なお，1人当りの欠損歯数においても，男子の8本に対して女子10本となっている。

第31表　欠損歯の年次別発現率 第32表　う歯の業態別発現率

年度

昭和30年

昭和32年

昭和34年

昭和36年

有症率％

男 女

1人当り本数

男　女
生産者世帯｛有症率　1人当り本数

消費者世帯｛有症率　1人当り本数

その他の世帯｛有症率　1人当り本数

男　女

　　　％　　％

第33表　欠損歯の業態別発現率

男　女

％　％
生産者世帯｛有症率　1人当り本数

消費者世帯｛有症率　1人当り本数

その他の世帯｛有症率　1人当り本数

　2）性別年令階級別発現率

性別，年令階級別に欠損歯，う歯の発生状況についてみ

ると殆んどすべての年令層において女子の有症率が高い。

年令別にう歯の有症率の最も高い年令層は5～9才で男

子91．1％，女子92．5％であり，全く正常なものは男女と

もに10％に満たない状態にある。

3）業態別発生率

う歯の発生状況を各業態別にみると，消費者世帯が男子76．3％，女子80．8％で最も高く，次いで生産者
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世帯の男子73．5％，女子77．5％であり，最も低いのはその他の世帯で男子72．7％，女子77．8％となってい

る。

　なお，欠損歯は男女ともその他の世帯が35.9％，45.6％と最も発現率が高く，次いで消費者世帯，生産

者世帯の順になっている。

　　7．　血圧

　近年わが国の平均寿命は著しく伸長しているところであるが，脳卒中による死亡が死因の第1位を占め

ており食物と高血圧との関係が重要視されるようになってきたので，昭和31年より20才以上の男女について

身体状況調査と合せ，血圧の調査を行なっているが，年次成績をみると余り大きい年次変化はみられな

い。

1）性別年令階級別平均値

　昭和36年度調査による血圧の平均値について，性別，年令階級別にみると第21図のとおり最高血圧，最

低血圧は年令とともに増加している。最高血圧についてみると女子では35才未満では男子より低い平均値

を示すが，35才をすぎるとほぼ直線的に男子を上回る上昇を始め55～59才では高血圧とされる150mmHg

をこえて60～64才では156mmHg，65～69才では163mmHg，70才以上になると170mmHgに達するよう

になる。男子は35才までは大きい変化はなく平均して128mmHgで女子を若干上回るが35才をこえると女

子を僅かに下回る直線的な上昇を始め55～59才では148mmHgを記録するが60～64才では上昇率は鈍化し

て150mmHg，65～69才で156mmHg，70才以上では165mmHgになる。

　最低血圧も年令の増加とともに上昇するが最低血圧の上昇直線は最高血圧より緩慢であり，性別に比較

すると最高血圧と同じような傾向がみられ女子は55～59才で87mmHgを示し以後も僅かながら上昇を続

けて70才以上では91mmHgに達する。男子では55～59才で88mmHgで女子を僅かに上回るがそれ以後は

大きい上昇は示さない。

第18図　性別血圧平均値の比較　　　　　第19図　業態別血圧平均値の比較
　　　　　　　　　　　（36年5月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（全国5月）
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